
拉致問題を考える
講演会とコンサートの集い

北朝鮮による拉致問題の解決に向けて、講演会とコン
サートの集いが、１２月１４日（日）福井県福井市のアオッ
サ（ＡＯＳＳＡ）８階福井県県民ホールで行われます。
ぜひ、多くの方に参加していただき、拉致問題を始めとし

た北朝鮮当局による人権侵害問題について理解を深めて
いただきたいと思います。
詳しくは、別紙のリーフレットを参照してください。

人権イメージキャラクター

人KENまもる君・あゆみちゃん



令和7年12月14日日
開場 12：20／開会 13：00／終了予定 16：00
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会
　場
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｢福井県県民ホール｣

　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、国際社会を挙げて取り組むべき問題です。
　私たちは、北朝鮮による日本人拉致問題は人権侵害の最たるものであるとの認識に立って、これを強く非難
するとともに、拉致被害者全員の 1日も早い帰国を実現するよう求めるものです。
　また、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」を中心に、国民の間に広く拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害
問題についての関心と理解を深めることを目的に開催します。

趣
　旨

男声合唱団
｢ゴールデンエイジふくい｣

福井県立福井農林高等学校
郷土芸能部『Taichi』

地村 保志 氏
拉致被害者（福井県小浜市在住）

｢拉致問題と人権｣
～拉致被害者の体験～

人権イメージキャラクター
人KENまもる君
人KENあゆみちゃん

全国人権擁護委員連合会、中部ブロック人権擁護委員連合会
法務省、名古屋法務局、福井地方法務局

主 催

公益財団法人人権擁護協力会協 賛

愛知県、三重県、岐阜県、福井県、石川県、富山県、福井市
津地方法務局、岐阜地方法務局、金沢地方法務局、富山地方法務局

後 援

講 師

演 題

入場無料
申込締切 12月7日（日）

講　　演 コンサート

（定員500名）
事前申込要

• 高校生からの意見発表



会場マップ

参加申込方法

御　連　絡　先お住まいの市区町村お　　名　　前

地村 保志 氏（福井県小浜市在住・1955年福井県小浜市生まれ）

福井県立福井農林高等学校郷土芸能部『Taichi』
　福井県立福井農林高等学校郷土芸能部は、平成14年（2002年）に創部され、『Taichi』の愛称で地域に親しまれています。地元OTAIKO座
みょうじん
明神の座長である

うえさか

上坂　
まさる
優先生と

にしみやたい ち
西宮大智先生の作曲と技術指導を受け、全国高等学校総合文化祭や和太鼓コンテストへ挑戦し、過去には

海外公演も行ってきました。また、それら同様に大切にしてきたのが地域での演奏活動です。「地域に笑顔の花を」モットーに、地域を元気にし
たい！みんなを笑顔にしたい！その思いを胸に活動しています。

男声合唱団ゴールデンエイジふくい
　平成１８年（２００６年）1月に団塊世代の大量退職時代を迎え仕事一筋で趣味に関わることの出来なかった男性諸氏に呼びかけて立ち上げた合唱
団です。参加の条件は合唱経験なし、６０歳以上の男性。現在、７０名近いメンバーが集まり毎週一回３時間の練習に励んでいます。平均年齢は、７６
歳、最高齢は９１歳です。団員総年齢合計が５,７００歳、発足２０年、１８０数回のステージを概ね全て暗譜で演奏してきました。若い頃の様な輝かしい声
はありませんが、私たちには長年培った人生経験があります。県外演奏も積極的に行い新潟市「千の風音楽祭」では聴衆に最も印象に残る演奏をし
た団体に与えられる「千の風賞」を受賞しました。その他、東日本大震災後の福島県二本松市の避難住宅・南相馬市や愛媛県松山市・西予市の他
全国各地で歌声を披露しています。聴いてくださる皆様の心に届く歌声を目指して「健康長寿の福井県」のスローガンを実践している北陸最大人
数、最大年齢を誇るシニア男性合唱団です。

■入場定員は500名を予定しています。定員を超える申込があった場合は、先着順とさせていただきます。
定員を超える場合のみ御連絡いたします。
■申込期限：令和７年12月７日（日）※入場定員に満たなかった場合は、当日入場可とします。

【個人情報の取扱いについて】
⑴個人情報の利用目的　ご記入いただいた個人情報は、当講演会に関するご案内、ご連絡に必要な範囲内でのみ利用させていただきます。
⑵個人情報の第三者への開示・提供について　法令に定める場合を除き、個人情報は第三者に開示・提供いたしません。
⑶個人情報の管理について　ご記入いただいた個人情報については、当該情報への不正なアクセス及び当該情報の紛失、破壊、改ざん、漏えい等が起きないよう、適切なセキュリティ対策を講じ、厳重に管理します。

■ＦＡＸまたはＥメールにてお申し込みください。

jinken03_fukui@moj.go.jpＥメール

0776-22-4212（福井県人権擁護委員会事務局・福井地方法務局人権擁護課）お問合せ先

0776-22-5116（以下の参加申込書に記入の上、送信ください。）ＦＡＸ
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拡大図

講師・出演者プロフィール

　昭和53年（1978年）７月７日、七夕の夜に当時婚約者であった濱本富貴恵さんとともに小浜市内で北朝鮮の工作員に拉致され、北朝鮮での
24年間にわたる生活を余儀なくされました。平成14年（2002年）10月15日に、地村保志さん・富貴恵さん夫妻ら拉致被害者５人の帰国が実現
し、平成16年（2004年）５月22日には、地村さん御夫妻の３人の子どもたちの帰国も実現しました。帰国後は、小浜市役所の職員として勤務さ
れ、平成28年（2016年）３月に退職されました。退職後は、父である保さんが続けてこられた「早期帰国を願う活動」の力で帰国が叶ったとの思
いから、保さんの意思を引き継いで、拉致問題の早期全面解決に向けて、自身の体験を話す拉致問題啓発活動に取り組まれています。

たもつ

メール申込はこちらから
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